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イータ君

　令和２年４月以後開始する事業年度から、事業年度開始時の資本金の額等が1億円超などの要件に該当する法人に対し、法人税及び消
費税等の申告書について、その添付書類を含め、提出方法が電子申告に義務化されます（以下「大法人の電子申告義務化」といいます。）。　
　なお、大法人の電子申告義務化に伴い、法人税等に係る申告データを円滑に提出できるよう、環境整備を進めており、平成31年４月から
は、以下の点が変更されます。

◯ 勘定科目内訳明細書の記載内容が簡素化されます。
◯ 勘定科目内訳明細書、別表のうち明細記載を要する部分（別表6(1)など）についてデータ形式が柔軟化されます。
◯ 法人番号の入力により、法人番号公表サイトで公表している最新の法人情報を自動的に反映できるようになります。
◯ 連結納税の承認申請関係書類について、連結子法人となる法人又は連結子法人による提出を不要とします。

また、上記以外の施策も、平成30年４月以降、順次実施しております。
実施状況等は、 e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）でご確認ください。

税務署に出向くことなく、インターネットを利用して申告や納税などの
各種手続をすることができます。

申告書、申請書、添付書類をインターネットを利用して提出できるため、
ペーパーレス化につながります。

書面で提出した場合より、還付金を早く受け取ることができます。

納税証明書の交付請求手数料が、書面請求の場合より安価です。
（ｅ-Tax：370円　書面：400円）

e-Tax

出資関係図などの一部の添付書類については、イメージデータ（PDF形式）により提出できます。
さらに、税務・会計ソフトや自社システムで作成した財務諸表及び勘定科目内訳明細書データについても、国税庁が定めたファイル形式（CSV形式）の
データであれば、ｅ-Taxで受付可能なデータ形式（XBRL形式又はXML形式）に変換して提出できます。詳細はｅ-Taxホームページでご確認ください。

令和２年４月から大法人の電子申告が義務化されます

e-Taxならこんなメリットがあります

添付書類の提出はe-Taxが便利です

イータックス 検 索

詳しくは、e-Tax ホームページ をご覧ください。
www.e-tax.nta.go.jp
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博
多
に
芸
妓
が
登
場
し
た
の
は
江
戸
時
代
の
中

頃
以
降
と
い
わ
れ
て
お
り
、大
阪
の
芸
妓
が
長
崎
の

茶
屋
な
ど
に
招
か
れ
て
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

長
崎
で
の
滞
在
は
百
日
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の

で
、一
時
博
多
な
ど
で
稼
ぎ
、再
び
長
崎
へ
戻
る
と
い

う
中
で
、博
多
に
定
住
す
る
者
が
出
て
、博
多
芸
妓
の

ル
ー
ツ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
、大
正
時
代
に
は
、料
亭
も
東
京
の
築
地
や

日
本
橋
と
並
び
称
さ
れ
ま
し
た
。戦
後
、時
代
の
移

り
変
わ
り
と
と
も
に
芸
妓
の
数
も
減
少
し
、現
在
は

少
数
精
鋭
で
芸
の
精
進
を
深
め
て
い
ま
す
。博
多
の

文
化
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
、昔
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
博
多
芸
妓
の
伝
統
と
歴
史
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
次
の
世
代
へ
末
永
く
繋
い
で
い
き

た
い
と
博
多
券
番
は
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

博
多
芸
妓
の
歴
史

﹇
一
月 

﹈

睦
月

む
つ
き

﹇
六
月 

﹈

水
無
月

博
多
座
大
歌
舞
伎

み
な
つ
き

﹇
五
月 

﹈

皐
月

博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り

さ
つ
き

十
日
恵
比
須

博
多
芸
妓
と

博
多の
賑
わい

様
々
な
博
多
の
お
祭
り
や
催
し
で
、

伝
統
芸
能
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る

博
多
芸
妓
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た

特
集

2 1



　

博
多
の
新
春
の
始
ま
り
と
い
え
る
の
が
、十
日
恵

比
須
神
社
の「
正
月
大
祭
」で
す
。毎
年
1
月
8
日
か

ら
11
日
ま
で
行
わ
れ
、「
商
売
繁
盛
」の
ご
利
益
を
授

か
る
た
め
に
大
勢
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
す
。8
日

が「
初
え
び
す
」、9
日
が「
宵
え
び
す
」、10
日
が「
正

大
祭
」、11
日
は「
残
り
え
び
す
」で
、さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
1
月
9
日
の「
宵
え

び
す
」の
午
後
に「
徒
歩
参
り（
か
ち
ま
い
り
）」が
行

わ
れ
ま
す
。博
多
券
番
は
、島
田
ま
げ
に
稲
穂
の
か

ん
ざ
し
、紋
付
正
装
と
い
う
あ
で
や
か
な
着
物
姿

で
、三
味
線
、笛
、太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
中
、徒
歩

で
参
拝
し
、一
年
間
の
開
運
と
商
売
繁
盛
を
祈
願
し

ま
す
。き
れ
い
ど
こ
ろ
の
芸
妓
た
ち
の
姿
が
毎
年
参

拝
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、昭
和

44
年
正
月
ま
で
は
、宝
恵
駕（
ほ
え
か
ご
）参
拝
と
い

い
、博
多
券
番
が
カ
ゴ
に
乗
り
こ
み
、威
勢
の
よ
い

か
け
声
と
と
も
に
市
内
目
抜
き
通
り
を
練
り
歩
き

な
が
ら
、神
社
に
参
拝
す
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で

し
た
。し
か
し
、交
通
事
情
と
駕
の
担
い
手
不
足
の

た
め
、永
年
続
い
て
い
た
宝
恵
駕（
ほ
え
か
ご
）が
中

止
と
な
り
、翌
45
年
か
ら
は
現
在
の「
か
ち
詣
り
」の

ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

か
ち
詣
り

﹇
一
月 

﹈

睦
月

む
つ
き

十
日
恵
比
須

　
「
博
多
ど
ん
た
く
」は
8
0
0
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
伝
統
行
事
で
す
。一
時
期
、新
政
府
に
よ
り
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、明
治
12
年
に
再
開

し
て「
博
多
ど
ん
た
く
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。オ
ラ
ン
ダ
語
の
Ｚ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｇ
（
ゾ
ン

タ
ー
ク
＝
休
日
）が
そ
の
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。昭
和
37
年
、「
ど
ん
た
く
」は
、市
民
総
参
加
の

『
福
岡
市
民
の
祭
り「
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」』

と
な
り
、現
在
の
カ
タ
チ
に
な
り
ま
す
。毎
年
5
月

3
・
4
日
の
2
日
間
、老
若
男
女
が
思
い
思
い
の
仮

装
で
シ
ャ
モ
ジ
を
叩
い
て
町
を
練
り
歩
き
、町
に
作

ら
れ
た
舞
台
、広
場
で
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。出
場

者
約
3
万
3
千
人
、見
物
客
約
2
0
0
万
人
の
大
規

模
な
祭
り
と
な
り
ま
す
。博
多
芸
妓
全
員
も
博
多
の

各
所
に
あ
る
演
舞
台
で
三
味
線
、唄
、太
鼓
、踊
り
な

ど
を
披
露
し
ま
す
。芸
妓
衆
の
紋
付
・
か
つ
ら
姿
の

艶
や
か
さ
が
博
多
ど
ん
た
く
の
賑
わ
い
を
一
層
引

き
立
て
ま
す
。

演
舞
台
出
演

縁起物の直会膳（なおらひぜん）をい
ただく前に、朱塗りの大盃で御神酒を
回し飲む直会（なおらい）を行います。
直会とは、神々にお供えした物を下
げて戴き、共に飲むことで「神人共
食」という祭りの根本的な意義が示
される神事です。

御年酒の銚子と盃

1
❶博多券番のきれいどころ（芸
妓）総勢が、島田のビンに稲穂の
カンザシ、紋付正装、裾ひき姿で
到着しました／❷かち詣りの、の
ぼりを先頭に、博多那能津会の三
味、笛、太鼓で十日えびすの唄を
はやしながら東公園入口より行
列、徒歩にて神社に参拝します／
❸❹一年の開運、商売繁昌、家
内安全、無病息災の御加護を
仰ぐ御祈願が執り行われます／
❺開運殿大広間の神前、お座席
に着き、係り世話人の新年の挨拶
に始まり白木の折敷（おしき）にお
茶菓子、お抹茶をいただきます／
❻直会膳（なおらひぜん）で縁起
を祝う蛤吸物に一口ナス、折敷に
は御神饌、昆布するめ、えびす飴
等が授与される神人共食の神事
を行います。

23

4

6

5

﹇
五
月 

﹈

皐
月

さ
つ
き

博
多
ど
ん
た
く

港
ま
つ
り

■  大丸福岡天神店前■  西日本シティ銀行前
　　　　

■  博多座
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とらとら
お互いの姿が見えないように屏風を間に
挟んで立ち、三味線の音に合わせてあて
振りながら、「虎」、「老婆」、「武将」の3つ
のポーズをとって屏風から出てくる。ジャン
ケンの要素を合わせたお座敷遊びです。

野球拳
「野球するなら～こう言う具合にしなさん
ね～」と唄と三味線の伴奏に合わせなが
ら野球の投手、打者、走者のあて振りをし
ジャンケンをします。博多券番では負けた
ほうがお酒を飲みます。

金毘羅船々
芸妓と向かい合わせに座り、「金比羅ふ
ねふね～」と唄に合わせながら手のひら
で隠れるものを真ん中に置き、相手が物
をとった時はグー、物がそのままだったら
パーを出します。伴奏の三味線が早くな
れば動きも合わせます。

ご
ろ
う
じ
ま
せ
♪

皆
さ
ん
覗
い
て

と
ら
　
と
ー
ら

と
ー
ら

と
ら

じ
ゃ
ん
け
ん

ぽ
ん
！

老
婆

ト
ラ

金
毘
羅

ふ
ね

　
ふ
ね
♪

トラの勝ちです負けちゃった

どうぞ

ヤッター！！

船
乗
り
込
み

﹇
六
月 

﹈

水
無
月

み
な
つ
き

博
多
座
大
歌
舞
伎

　『
六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎
』に
出
演
予
定
の
歌
舞

伎
役
者
が
、ご
当
地
到
着
を
船
に
乗
っ
て
お
披
露
目

す
る
こ
と
を「
船
乗
り
込
み
」と
い
い
、歌
舞
伎
独
特

の
伝
統
行
事
と
し
て
博
多
座
が
開
場
し
た
平
成
11

（
1
9
9
9
）年
か
ら
開
催
さ
れ
定
着
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、博
多
券
番
も
歌
舞
伎
役
者
と
共
に
数
隻
の

船
に
乗
り
込
み
、賑
や
か
な
船
内
に
さ
ら
に
華
を
添

え
ま
す
。ま
ず
は
、キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
で
の
乗
船
式

典
か
ら
中
洲
の
清
流
公
園
を
出
発
し
、川
端
ぜ
ん
ざ

い
広
場
で
口
上
を
述
べ
ら
れ
た
後
、博
多
リ
バ
レ
イ

ン
で
下
船
し
ま
す
。そ
の
後
、鏡
天
満
宮
へ
参
拝
し
、

再
び
リ
バ
レ
イ
ン
で
式
典
を
行
う
の
が
恒
例
の「
船

乗
り
込
み
」コ
ー
ス
で
す
。毎
年
、た
く
さ
ん
の
花
吹

雪
が
舞
う
中
、河
岸
に
集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
か
ら

の「
○
○
屋
〜
！
」と
い
っ
た
か
け
声
で
大
い
に
盛

り
上
が
る
と
て
も
華
や
か
な
夏
の
風
物
詩
で
す
。

み
な
つ
き

博
多
芸
妓
お
座
敷
遊
び

一
月

五
月

六
月

七
月

九
月

十
月

十一月
十
二
月

十
日
恵
比
寿

「
か
ち
詣
り（
九
日
）」

博
多
の
賑
わ
い

　「
博
多
の
賑
わ
い
」と
い
え
ば
、博
多
ど
ん
た
く
や
博

多
祗
園
山
笠
が
有
名
で
す
が
、そ
れ
以
外
に
も
一
年
を

通
じ
て
お
祭
り
や
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。博
多

券
番
は
、そ
ん
な
季
節
折
々
の「
博
多
の
賑
わ
い
」に
積

極
的
に
参
加
し
、華
を
添
え
る
こ
と
で
、地
元
の
方
だ

け
で
は
な
く
、観
光
客
へ
も
博
多
の
伝
統
芸
能
を
広
め

る
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

※

（
　
　
）内
は
、2019

年
の
博
多
芸
妓
出
演
予
定
日
で
す
。 

博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り

「
演
舞（
三
日
・四
日
）」

博
多
座
大
歌
舞
伎

「
船
乗
り
込
み（
五
月
二
十
九
日
）」

博
多
祇
園
山
笠

放
生
会

「
博
多
献
上
道
中（
十
九
日
）」

大
相
撲
十
一
月
場
所

「
相
撲
総
見（
十
八
日
）」

博
多
を
ど
り

「
市
民
檜
舞
台
の
月
公
演（
七
日
）」
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博多券番 〒812-0039  福岡市博多区冷泉町2-20 博多伝統芸能館

TEL.092-263-1187  FAX.092-263-1117

芸妓さん募集 福岡・博多の伝統芸能の担い手になりませんか？

10年ぶりの一般公募です。未経験者大歓迎！！

お問い
合わせ先

http://hakatakenban.com/

　
現
在
、博
多
券
番
の
課
題
は
大
き
く
2
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
は「
人
材
育
成
」で
す
。伝
統
芸
能
を
次
世
代
へ

紡
い
で
い
く
に
は
、人
材
確
保
は
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
、約
10
年
ぶ
り
に
芸
妓
さ
ん
募
集
を
大
々

的
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。新
た
な
人
材
と
出
会
い
、一
人

前
の
プ
ロ
技
能
を
身
に
つ
け
る
ま
で
育
て
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。教
え
る
方
に
も
教
わ
る
方
に
も
、

未
来
を
信
じ
る
が
ゆ
え
の「
信
頼
」と「
忍
耐
」が
必
要
で

す
。そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
、時
に
辛
い
修
行
期
間
を
乗
り

越
え
、芸
妓
と
し
て
華
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
は
、目
指
す
若
い
世
代
と
の
ギ
ャッ
プ
が

芸
事
や
自
己
投
資
へ
の
意
識
の
温
度
差
を
産
み
、次
世

代
の
博
多
券
番
の
誕
生
を
阻
む
よ
う
で
す
。博
多
券
番

を
目
指
す
若
い
人
々
が
明
る
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
私
た
ち
も
一
役
買
い
た
い
も
の
で
す
。

　
も
う
1
つ
は「
粋
の
精
神
」で
す
。

博
多
券
番
は
、

い
つ
の
時
代
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

博
多
の
人
々
の「
粋
」に
寄
り

添
っ
て
い
ま
す
。昔
に
比
べ
る

と
、景
気
の
影
響
も
あ
り
、

お
座
敷
自
体
の
回
数
や

規
模
も
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。と
は
い

え
、2
0
1
9
年
6
月
8・9
日
開
催
の

G
20
福
岡（
財
務
大
臣・中
央
銀
行
総
裁
会
議
）の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
朗
々
と
流
れ
る
踊
り
と
唄
が
世

界
中
の
要
人
に
大
好
評
で
し
た
。あ
ら
た
め
て

博
多
券
番
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
確
信
す
る
一
幕
で
し

た
。そ
ん
な
世
界
に
誇
れ
る
博
多
券
番
の
た
め
に
景

気
に
負
け
な
い
人
々
の「
粋
の
精
神
」が
必
要
で
あ
り
、そ

の
た
め
に
は
地
盤
と
な
る「
博
多
」全
体
の
活
気
を
取
り

戻
す
こ
と
が
何
よ
り
不
可
欠
で
す
。

立方【 たちかた 】
　お座敷で舞踊をご披露する芸妓さんの総称。半玉（はん
ぎょく）と呼ばれる約2年間の見習い研修期間を経たあと
に、立方（たちかた）としてお座敷にあがるのが通例である。

地方【 じかた 】
　立方の舞踊に合わせ、横で、唄・三味線・鳴り物を披露する芸妓さんの
総称。通常は立方（たちかた）を卒業した芸妓さんが地方（じかた）に廻
る。長年、立方の踊りを経験したからこそわかる感覚で、立方が踊りやす
い唄と演奏でお座敷を盛り上げます。

博
多
芸
妓
博
多
の
伝
統
芸
能
を
広
め
る
た
め
に

博多券番 検 索

支援団体

民踊団体 博多芸妓
（はかたげいぎ）

筑前博多独楽
（ちくぜんはかたこま）

筑紫舞
（つくしまい）

博多仁和加振興会
（はかたにわかしんこうかい）

博多民踊協会 福岡民踊舞踊四季の会

福岡民踊会 栄奈美会 博多松囃子振興会
（はかたまつばやししんこうかい）

国際文化交流 鯉の会
（こくさいぶんかこうりゅう こいのかい）

博
多
伝
統
芸
能
館
に
つ
い
て

博多伝統芸能振興会事務局
福岡商工会議所  地域振興部内

TEL.092-441-1118

博
多
の
総
鎮
守
府・櫛
田
神
社
前
に
位
置
す
る
、

博
多
の
伝
統
文
化
に
”触
れ
る”“

体
験
で
き
る”

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

な
お
、「
博
多
券
番
事
務
所・稽
古
場
」も
兼
ね
た
施
設
で
す

2
0
1
7
年
11
月
3
日
に
開
館
。博
多
の
総

鎮
守「
櫛
田
神
社
」の
目
の
前
に
位
置
す
る

体
験
型
文
化
施
設
で
す
。博
多
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能（
日
本
舞
踊
や
民
踊
、博
多
織
、独

楽
、博
多
仁
和
加
な
ど
）の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、博
多

券
番
の
芸
妓
の
稽
古
場
・
事
務
所
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。立
地
の
良
さ
か
ら
も
、

「
お
櫛
田
さ
ん
」に
お
参
り
に
来
ら
れ
る
大
勢

の
観
光
客
で
賑
わ
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
の
新

名
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

博多の総鎮守・櫛田神社 清道の目と鼻の先にある「博多伝統芸能
館」入口はいってすぐのエントランスには、博多帯オブジェが！博多献上
柄の廊下を通って奥へ進むと、距離が近く一体感ある舞台と客席！
演舞鑑賞やお座敷遊びの体験ができます。

博多の伝統を感じさせる施設内

FAX.092‐441‐1149

hkt-info@hakata-geinou.jp◆ メールでのお問い合わせ

◆ お問い合わせ先

◆ 住所 〒812-0038 福岡市博多区冷泉町2-20  櫛田神社清道前

※常設イベントは行っておりません。
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臨
済
宗

大
徳
寺
派

み
ょ
う      

ら
く      

じ

妙
楽
寺

「
う
い
ろ
う
」の
発
祥
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
妙
楽
寺
は
、

臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
お
寺
で
、本
山
は
京
都
紫
野
大
徳
寺
。

ご
本
尊
は
釈
迦
如
来
、脇
侍
に
文
殊
・
普
賢
菩
薩
を
安
置
す
る
。

1

234
1 妙楽寺山門、山号の石城とは元寇防塁にちなむ博多の別名とのこと  2 山門をくぐると長い参道が本堂へと続く
3 まっすぐ進むと右手に見える趣のある鐘楼  4 本堂前にある「ういろう伝来」の碑

5 戦火の中から復興した際、壁に焼け落ちた瓦や石を粘土に練り混んで作られた博多塀6 黒田家三代藩主光之公息男、
 　黒田左兵衛の墓

7 織田信長、豊臣秀吉とも交流のあった博多の
 　豪商、神屋宗湛（かみやそうたん）の墓

妙楽寺の開基、月堂宗規が祀られている開山堂「水月庵」

開山堂を見守る見事な龍の彫刻

山門前にある紹介文に、
江戸時代に描かれた絵
のレプリカがあり、本堂へ
と続く長い参道や鐘楼の
位置が変わっていないこ
とが確認できます。

妙楽寺の図
『筑前名所図会（1821年）』
福岡市博物館蔵

お話を伺った 渡辺桂堂 前住職(左)と 渡辺亮英 住職（右）

福岡市博多区御供所町13-6
TEL 092-281-4269
■境内自由  拝観不可
■アクセス

石城山  妙楽寺

地下鉄「祇園駅（1番出口）」から
徒歩4分
博多駅交通センターから徒歩12分 

妙楽寺

御笠川

地下鉄
祇園

出来町
公園

福岡市高速環状線

地下鉄空港線

祇
園
大
通り

20
2号
線

博多バス
ターミナル

御供所通り

567

　
古
来
、日
本
国
内
で
親
し
ま
れ
て
き
た『
外
郎

（
う
い
ろ
う
）』。名
古
屋
を
は
じ
め
、全
国
に
産
地

が
点
在
す
る
代
表
的
な
和
菓
子
で
す
が
、そ
の
発

祥
の
地
と
さ
れ
る
お
寺
が
博
多
に
存
在
す
る
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。  

地
下
鉄
祇
園
駅
か
ら
徒
歩

5
分
、御
供
所
町
と
呼
ば
れ
る
博
多
の
中
で
も
寺

社
仏
閣
が
多
く
見
ら
れ
る
町
中
に
臨
済
宗
大
徳
寺

派
の【
石
城
山
妙
楽
円
満
禅
寺（
妙
楽
寺
）】は
あ

り
ま
す
。 

大
応
国
師（
南
浦
紹
明
）の
高
弟
で
あ
っ

た
月
堂
宗
規
禅
師
が
開
山
住
持
と
し
て
迎
え
ら

れ
、正
和
5
年（
1
3
1
6
年
）の
開
創
と
な
っ
た

同
寺
は
、当
初
海
外
貿
易
の
門
戸
で
あ
っ
た
博
多

北
浜
に
存
在
し
た
影
響
も
あ
っ
て
、「
妙
楽
寺
貿

易
」と
い
う
言
葉
も
残
る
ほ
ど
対
外
交
渉
に
お
け

る
需
要
な
拠
点
で
し
た
。

　 

天
正
年
間（
1
5
7
3
〜
1
5
9
1
年
）に
お

け
る
博
多
の
町
屋
焼
失
と
共
に
同
寺
も
伽
藍
全
滅

と
な
り
ま
し
た
が
、初
代
福
岡
藩
主
と
な
る
黒
田

長
政
の
入
国
後
か
ら
町
の
復
興
に
併
せ
て
現
在
の

地
に
移
さ
れ
、そ
れ
以
来
黒
田
家
重
臣
の
帰
依
に

よ
っ
て
法
燈
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 の
ち

の
太
平
洋
戦
争
の
際
に
は
、米
軍
の
度
重
な
る
大
空

襲
に
よ
り
再
び
戦
禍
を
被
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
度
に
様
々
な
人
々
の
援
助
も
受
け
な
が
ら

見
事
に
復
興
を
遂
げ
、現
在
に
至
り
ま
す
。  

　
同
寺
が〝
う
い
ろ
う
発
祥
の
地
〞と
言
わ
れ
る
所

以
は
、元
が
衰
え
明
が
成
立
し
た
中
国
の
動
乱
期
に

博
多
へ
と
亡
命
し
た
陳
延
祐（
ち
ん
え
ん
ゆ
う
）と
い

う
一
人
の
男
に
由
来
し
ま
す
。 礼
部
院
外
郎（
れ
い
ぶ

い
ん
が
い
ろ
う
）と
い
う
医
薬
に
携
わ
る
官
職
に
従

事
し
て
い
た
陳
は
妙
楽
寺
を
頼
り
、応
安
2
年

（
1
3
6
9
年
）に
は
日
本
へ
帰
化
し〝
陳
外
郎
〞（
ち

ん
う
い
ろ
う
）と
名
乗
り
ま
し
た
。 

彼
が
中
国
か
ら

持
込
み
調
整
し
た
薬「
透
頂
香（
と
う
ち
ん
こ
う
）」

は
、苦
い
け
れ
ど
も
大
変
優
れ
た
万
能
薬
と
し
て
人

気
を
博
す
よ
う
に
な
り
、時
の
室
町
将
軍
足
利
義
満

に
も
賞
美
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。 

　
そ
の
際
、購
買
客
の
接
待
用
と
し
て
出
さ
れ
た

お
茶
と
共
に
、米
粉
と
砂
糖
を
練
っ
て
蒸
し
上
げ

た
お
菓
子
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
が
薬
の

苦
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
重
宝
さ
れ
、後
に「
う
い

ろ
う
」と
名
を
打
っ
て
全
国
へ
と
広
ま
っ
て
いっ
た
そ

う
で
す
。  

こ
の
他
、同
寺
に
は
江
戸
時
代
の
豪
商

と
し
て
知
ら
れ
る
神
屋
宗
湛
を
は
じ
め
伊
藤
小
左

衛
門
吉
次
、宮
崎
織
部
や
黒
田
家
重
臣
ら
多
く
の

墓
も
祀
ら
れ
て
お
り
、博
多
の
興
亡
と
運
命
を
共

に
し
た
由
緒
あ
る
お
寺
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

博
多
の
町
を
散
策
す
る
第
一
歩
と
し
て
妙
楽
寺
を

訪
れ
、歴
史
の
変
遷
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？ 
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　今年6月11日に、ホテル日
航福岡において大阪府知事
ならびに大阪市長を務めら
れました橋下徹氏の記念講
演会を開催するとともに、福
岡国税局・博多税務署をは
じめ、各関係団体の方 を々お
招きし、創立50周年式典及
び祝賀会を開催しました。そ
の様子をご紹介します。

　各支部では色 な々研修会、講演会を
独自に企画し会員の為になる行事等を
積極的に開催しました。

　法人会女性部会では様々な活動を
行っています。租税教育活動として、税の
大切さや、税の果たす役割、について学
んでもらい「税に関する絵はがきコンクー
ル」を実施しています。また、公益性の高
い各種研修会や会員交流会などに取り
組み、社会に貢献するほか、地域経済の
活性化、地域の発展に力添えするなど幅
広い分野にわたる活動をしています。

　青年部会は、1989年に設立され現
在100名の会員で構成される、次世代
を担う若手経営者の集まりです。経営者
としての資質の向上を図ると共に、法人
会活動に積極的に参画し、活性化と充
実に貢献しています。
　活動内容としては ①租税教室の積
極推進 ②地域社会貢献活動の積極推
進 ③電子申告（ｅ－Ｔａｘ）の推進 ④マ
イナンバー制度の推進 ⑤経営力と経
済・税務知識の修得 ⑥組織の充実強
化を委員会主体に推進と会員増強 ⑦
会員相互の親睦促進 ⑧諸行事への会
員出席率の向上 ⑨報告会・役員会・委
員会・研修会その他必要な会議の開
催、を掲げ各種事業を実施しています。
　下記は大まかな年間スケジュールで
す。まだ日程が決まっていないものもあり
ますので、参加ご希望の方は、博多法人
会ＨＰでご確認いただくか、事務局まで
お問い合わせください。
　また、今年度はビッグイベントとして創
立30周年記念式典・記念講演会が令
和2年2月7日に行なわれます。
　博多法人会管内の若手経営者の皆
さん、是非一度見学に来られませんか？
一緒に楽しく活動して参りましょう。会員
募集中です！！

創立50周年記念式典を開催しました

　法人会では、様 な々社会貢献活動に取
り組み、地域のイベントの開催など、地元に
根付いた活動をしています。

　厚生委員会主催で会員の親睦と法人
会活動への理解を深めてもらうため「感
謝の集い」を盛大に開催しました。

■ 2019年6月19日 ： 第7回報告会

■ 2019年1月22日： 租税教室

■ 2019年9月7日 ： 第3回チャリティーゴルフコンペ

■ 2018年1月31日 女性部会絵はがきコンクール選定会
場所：博多法人会事務局会議室にて

■ 2018年10月23日 女性部会日帰りバス研修会
内容：「長崎出島と軍艦島周遊の見学会」

■ 2019年2月1日 第一支部研修会
「チャリティーライブコンサート」
「JAZZ Night ㏌ KATASU」を開催しました。
場所：石蔵酒造㈱博多百年蔵ホールにて

■ 2019年1月18日　租税教室委員会
内容：租税教室を開催しました。
場所：精華女子高等学校

■ 2018年11月6日
内容：501名の参加者がありました。
場所：アサヒビール園博多店 2Fと３F(貸切)

■ 2018年12月12日 第八支部研修会
「落語と講話（男子校という個性）」
講師：東福岡高等学校校長 松原 功 氏
場所：博多芙蓉にて

■ 2018年12月9日　地域社会貢献委員会
内容：福岡ソフトバンクホークスの選手を招き
　　  交流会を開催しました。
場所：福岡育児院

■ 講師：橋下 徹 氏

■ 2018年11月6日
内容：博多税務署長へのインタビューや
　　  税金クイズ等を開催しました。
場所：アサヒビール園博多店

■ 2019年2月23日 ： ファミリー親睦会

2019年 1月  租税教室（終了）
 2月 ファミリー親睦会（終了）
 6月 報告会（終了）
 8月 夏期研修会（終了）
 9月 チャリティーゴルフコンペ（終了）
 10月 10月研修会（終了）
 11月 税務研修会（終了）
2020年 2月  30周年記念式典
 3月 3月研修会

年間スケジュール

青年部会

女性部会

研修会

博 多 法 人 会 活 動 報 告

社会貢献活動 感謝の集い
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多門通り篇

伝
統
的

路
地
裏

探訪人：和田 光一郎 北島 章雄

昨年12月OPEN

創業10年

創業5年福博
であい橋

中洲中央通り

芳町通り

第2回

多門通り入口

多門通り入口

　

第
2
回
目
と
な
る
今
回
は「
多
門
通
り
」を
訪
れ
て
み

た
。華
や
か
な
賑
わ
い
の
あ
る
中
洲
中
央
通
り
を
一
歩
曲
が

る
と
、す
ぐ
に
昭
和
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
懐
か
し
い
風
情
が
広
が
る
、そ
こ
が
多
門
通
り
だ
。

今
回
も
そ
ん
な
小
路
に
ち
ょ
っ
と
足
を
踏
み
入
れ
、3
軒

を
は
し
ご
し
て
み
た
。

　
今
回
訪
ね
た
の
は
、地
魚
が
お
す
す
め
で
、気
さ
く
な
大

将
が
出
迎
え
て
く
れ
る「
す
し 

お
料
理
処 

ま
つ
や
ま
」さ

ん
。「
寿
司
屋
と
い
う
と
敷
居
が
高
そ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、ち
ょ
ろ
っ
と
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
」と
の
こ

と
。次
は
、ト
ー
ク
好
き
の
ス
タ
ッ
フ
が
明
る
く
出
迎
え
て

く
れ
る「
ワ
イ
ン
食
堂 TreTre

」さ
ん
。最
近
流
行
り
の
ば

え
る（
映
え
る
）料
理
ば
か
り
だ
。最
後
に
訪
れ
た
の
は
、和

服
姿
の
マ
マ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
、会
員
制
バ
ー「
Ｇ
＆

Ｇ
」さ
ん
。大
正
ロ
マ
ン
の
雰
囲
気
の
中
で
飲
む
オ
ー
ル
ド

ボ
ト
ル
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
格
別
だ
が
、紹
介
が
な
い
と
入
れ

な
い
そ
う
だ（
合
言
葉
は
博
多
法
人
会
で
も
O
K
）。

　
今
回
も
、趣
も
提
供
す
る
も
の
も
違
う
3
軒
な
の
で
、皆

さ
ん
も
気
に
な
る
お
店
を
ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
？

　
ち
な
み
に
、人
形
小
路
の
由
来
は
、博
多
人

形
師
が
多
く
住
ん
で
い
た
中
洲
人
形
町
が
近

く
に
あ
っ
た
名
残
だ
と
か
。ま
た
、戦
後
焼
け

野
原
と
な
っ
た
中
洲
は
人
形
小
路
か
ら
復
興

し
、今
の
華
や
か
な
中
洲
に
な
る
歴
史
を
見

守
っ
て
き
た
小
路
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

昨年12/27オープンの新しい店、ウイス
キーオールドボトルにこだわる。使用してい
るグラスも今はないものばかりを使用。紹
介がないと入れませんが、博多法人会と
言ってもらえれば入店可（笑）。

BAR  G&G2

営業時間
定 休 日
お問合せ

20時～26時
不定休
092-271-5530

開店して5年。特に甘鯛と肉はいいものを
仕入れる、Uber Eatsもやってます。同伴や
アフターにも、もってこい。

～トレトレ～
ワイン食堂 TreTre3

営業時間
定 休 日
お問合せ

18時～27時
なし
092-281-0901

開店して10年。地魚がおいしい（地魚を多
くだす）大将のおすすめがおすすめ。2階に
4名の机が3つ（4人の個室が１つあり）。

すし お料理処
まつやま

1

営業時間
定 休 日
お問合せ

18時～25時
日祝日
092-261-2666

多
門
通り

気楽にちょろっと寄ってください

鯛の
あらの
小鉢

炙り
いわしと
中トロ

くじら
（さえずり）

大正
ロマンの
雰囲気

宮崎
みらい豚
ヒレカツ

一本釣り
甘鯛のウロコ
パリパリ
焼き

小ぢんまりした

お店です

2階には4人、

６人のテーブル席と

個室があります

ごあいさつ ◆

公益社団法人 博多法人会会長 天岡   健博多税務署長 尾花  孝志
　

本
年
7
月
の
定
期
人
事
異
動
で
博
多
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
尾
花
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
博
多
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
対
し

ま
し
て
、深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。特

に
、10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
周
知
・
広
報

に
当
た
っ
て
は
研
修
会
の
開
催
等
、一方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、博
多
税
務
署
の
勤
務
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、櫛
田
神
社
や
筥
崎

宮
を
代
表
と
す
る
歴
史
や
伝
統
と
、日
々
変
貌
を
続
け
て
い
る
博
多
駅
周
辺
の
商

業
施
設
な
ど
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
活
気
に
あ
ふ
れ
た
こ
の
地
で
勤
務
で
き
る

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
4
月
に
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
公
益
社
団
法
人
博
多
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
、税
の
啓
発
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
地

域
に
密
着
し
た
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
会
員
企
業
の
経
営
並
び
に
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
の
た
め
、多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
と
承
知
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
石
村
前
会
長
、天
岡
新
会
長
を
は
じ
め
歴
代
の
役
員
並

び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
貴
会
の
長
き
に
わ
た

る
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
年
度
も
事
業
計
画
の
基
本
方
針
に
、

「ｅ  

Ｔａｘ
の
更
な
る
推
進
を
図
る
。」と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
、力
強
く

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。国
税
庁
に
お
き
ま
し
て
も
、

ｅ　

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る
利
便
性
向
上
に
向
け
利
用
環
境
の
整
備
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ｅ  

Ｔａｘ
の
普
及
拡
大
を
は
じ
め
と
し
た
、税
務
行
政

への
良
き
理
解
者
と
し
て
、今
後
と
も
な
お一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、公
益
社
団
法
人
博
多
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
更
な
る
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ん「
こ
ん
に
ち
は
」

　

こ
の
た
び
の
会
長
に
選
任
さ
れ
た
天
岡
健
で
す
。ま
ず
簡
単
に
自
己
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
、浜
の
町
病
院
で
す
。三
歳
の
時
ま
で
現
・
博
多
区
比
恵
で
育
ち
、

か
な
り
の
ワ
ン
パ
ク
で
し
た
。比
恵
で
の
思
い
出
は
、「
死
神
」六
匹
に
囲
ま
れ
た

こ
と
で
す
。二
歳
半
の
時〔
昭
和
28
年
〕に
急
性
肺
炎
に
な
り
、医
者
に「
死
」の

宣
告
を
受
け
ま
し
た
。助
か
る
道
は
唯
一つ
。当
時
米
軍
が
持
っ
て
い
た
抗
生
物

質「
ペニ
シ
リ
ン
」を
分
け
て
も
ら
っ
て
打
つ
こ
と
。

　

私
の
父
と
お
医
者
さ
ん（
安
部
先
生
、幼
な
な
じ
み
の
お
父
さ
ん
）と
で
、米

軍
に
か
け
あ
い
ペニ
シ
リ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
の
命
が

あ
る
の
は
、ペニ
シ
リ
ン
を
入
手
す
る
た
め
奔
走
頂
い
た
多
く
の
皆
様
の
お
か

げ
で
す
。

　

私
は
死
線
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
し
た
。六
匹
の
死
神
を
見
た
の
は
そ
の
時
で

す
。大
き
な
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。寝
て
い
る
私
へ
今
に
も
飛

び
か
か
り
そ
う
な
様
子
で
、私
を
ジ
ッ
と
み
つ
め
て
い
ま
し
た
。こ
の
続
き
は
ま

た
の
機
会
に
。

　

今
ま
で
読
ん
で
少
し
頭
が
変
な
奴
が
会
長
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

私
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
私
は「
変
！
」で
す
。何
が「
変
」か
と
い
う
と
、

①
帽
子
が
変
②
ス
ー
ツ
が
変
③
ネ
ク
タ
イ
が
変
④
靴
下
が
変
⑤
腰
が
変
⑥
左

小
指
が
変
⑦
こ
だ
わ
り
が
変
。こ
れ
を
天
岡
七
変
化
？
と
呼
び
ま
す
。今
度
、

皆
様
と
お
会
い
し
た
時
に
は
、七
つ
の「
変
」に
つ
い
て
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

「
嗚
々
、な
る
ほ
ど
！
」と
一
目
瞭
然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
が
本
題
で
す
。（
公
社
）博
多
法
人
会
に
参
加
し
た
会
員
の

皆
さ
ん
も
会
員
で
は
な
い
皆
さ
ん
も「
楽
し
く
な
け
れ
ば
法
人
会
じ
ゃ
な
い
」

を
合
言
葉
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
、私
は
常
に「
楽
し
く
や
ろ
う
ぜ
！
」と
お
ら
び
ま
す
の
で
、あ

と
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・

092-411-2789TEL

www.hakata-houjinkai.jpホーム
ページ

公益社団法人 博多法人会
〒812-0013
福岡市博多区博多駅東2-6-24 筑前織物ビル 2階
TEL：092-411- 2789  FAX：092-411-2780

ご入会・お問い合わせはこちらの
博多法人会事務局へお電話もしくは
ホームページよりご連絡ください
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